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日程 議          題 

第１  会議録署名委員の指名 

第２ 議案第２４号 小金井市立図書館運営方針（改訂版）の策定について 

第３ 協 議 第 ３ 号 教育に関する事務に係る予算に対する意見について 

第４ 報 告 事 項 

１ 平成３０年第３回小金井市議会定例会について 

２ 平成３１年度新入学児童・生徒について 

３ 平成３０年度結核対策委員会の開催結果について 

４ 平成３０年度学校事務の共同実施検討委員会につ

いて 

５ 総合学院テクノスカレッジ体育館の市民利用につ

いて 

６ 小金井市貫井北センター事業運営委託（図書館）及

び小金井市東センター事業運営委託（図書館）に係

る評価報告書について 

７ 小金井市貫井北センター事業運営委託（公民館）及

び小金井市東センター事業運営委託（公民館）に係

る評価報告書について 

  ８ その他 

  ９ 今後の日程 
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開会 午後１時３０分 

 

大熊教育長   ただいまから平成３０年第１１回小金井市教育委員会定例会を開

会する。 

 日程第１、会議録署名委員の指名。 

 本日の会議録署名委員は、鮎川教育長職務代理者と福元委員にお

願いする。 

 

（委員一同異議なく、上記２名が選出された。） 

 

大熊教育長   次に、日程第２、議案第２４号、小金井市立図書館運営方針（改

訂版）の策定についてを議題とする。 

 提案理由の説明を願う。 

 

藤本生涯    提案理由についてご説明する。 

学習部長    平成30年３月に小金井市図書館協議会より「小金井市立図書館の

在り方について」答申をいただいたことを受けて、本案を提出する

ものである。 

 細部については担当から説明するので、よろしくご審議の上、ご

議決賜るよう、お願い申し上げる。 

 

菊池図書館長  それでは、小金井市立図書館運営方針の改訂について、８月２３

日の教育委員会以降の経過と変更点についてご説明をさせていた

だく。 

 改訂案は、８月２８日から９月２８日の期間でパブリックコメン

トを実施した。議案第２４号資料、Ａ４横の小金井市立図書館運営

方針（改訂版）（案）に対するパブリックコメントの実施結果につ

いてをご覧いただきたい。１枚目が実施概要、２枚目以降がお寄せ

いただいたご意見と回答一覧である。ご意見は、１２名の方から延

べ６２件あった。 

 また、パブリックコメント期間中の９月８日、土曜日には、図書

館本館で市民説明会を開催し、６名の方にご参加いただき、ご質問

等をお受けした。 

 改訂案については既にお示ししているので、この場では、いただ

いたご意見によって修正した箇所をご説明させていただく。４か所
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ほどある。議案第２４号別紙、改訂案をご覧いただきたい。まず３

ページ目である。下から２行目の後半、「市内の南北の往来が」の

部分であるが、修正前は「市内の南北の往来がスムーズになりまし

た。こうした地理的な弊害が減ったことで、施設規模の違いはある

ものの」だったが、地理的な弊害は言葉が違うのではとのご意見を

いただき、このように表現を改めた。 

 次に、５ページ目と２２ページ目に図書館施設の配置等にかかわ

る文章の中で、坂下地域という言葉を用いていたが、ご意見をいた

だき、修正をした。まず５ページ目であるが、（２）各分室及び西

之台図書室の状況のところの中ごろにある段落で、「西之台図書室

（西之台会館に併設）は、坂下唯一の施設」であったところを「市

の南西部唯一の施設」に改めた。その２行目下の「急勾配の坂が」

に続くところも修正前、坂下地域だったが、「当該地域」に修正を

した。 

 同様に、２２ページの第５章、１のタイトルが坂下地域だったが、

その下の２に合わせて「前原町及び貫井南町周辺地域」に改めてい

る。同じように、目次も改めている。 

 続いて、６ページにお戻りいただき、６ページの中に「市民協働・

公民連携」という言葉と「公民連携・市民協働」という言葉が混在

していたので、「市民協働・公民連携」に統一をした。 

 最後、４点目であるが、２４ページの表の下の１つ目の米印で、

「施設構造、レイアウト」と続いて、右端のほうに「スペースの省

エネ化」とあったところを、表現がおかしいのではというご意見か

ら「スペースの効率化」に改めている。 

 それから、追加した部分として、８ページをご覧いただきたい。

この後、ご報告させていただく貫井北分室と東分室の評価結果及び

来館者アンケート結果であるが、以前お示ししたときには集計中で

あったが、結果が出たので記載している。 

 修正等は以上になる。 

 運営方針改訂版が完成した後であるが、パブリックコメントの結

果とともに、改訂版を市のホームページ及び図書館ホームページ等

で公開する。なお、パブリックコメント回答結果の公表は、当初１

０月中を予定していたが、ご意見数が多かったことで作成等に時間

を要したことから、改訂版の公開と同日になる予定である。今後は、

第４章にある図書館サービスの向上を目指して掲げている各取り
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組み事項について検討を進めてまいる。 

 簡単ではあるが、運営方針改訂についてのご説明は以上になる。 

 

大熊教育長   事務局の説明が終わった。本件に関し、質問、ご意見はあるか。 

 お願いする。 

 

浅野委員    ご説明ありがとう。それで、地域の名称の訂正についてであるが、

パブリックコメントの９番に対する回答の中で、坂下地域という言

葉が使われている。もしこれ、公開前であったら、そこもあわせて

修正されたらいいんじゃないかと思う。 

 

菊池図書館長  もう一回、ご指摘願いたい。 

 

浅野委員    パブリックコメントの９番に対する回答の中に、坂下地域という

言葉が使われている。同じ回答をずっと読んでいくと、その回答の

後ろのほうで、坂下地域という言葉を修正したとあるが、この回答

の中にそもそも坂下地域が残っていると、やや整合性を欠く可能性

があるかなということである。それが１点目である。 

 あと２点あるが、よろしいか。 

 

大熊教育長   どうぞ。 

 

浅野委員    ２点目は、パブリックコメントの中で、学生・生徒の勉強室にな

ってしまっているのではないかという声があり、それと同時に、も

っと若い人を呼び寄せる工夫が必要であるという声もあり、ここの

折り合いをどうつけるかという問題であるが、ちょっとこの辺、

我々としても考えて対応していく必要があるかなというふうに思

った。質問というよりは、これは感想というか、受験勉強とか試験

勉強をする人は出ていってくれとむげに断わるのではなく、何かも

う少しソフトな対応があり得るのではないかなというふうに思っ

たということである。 

 ３点目であるが、パブリックコメントの４２番に対する回答とし

て、「データベースや電子資料等の活用について検討を進めていき

ます」ということであるが、この場合、データベース、電子資料の

中身として考えていらっしゃるのはどのようなことなのかという
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ことを、もし今の段階である程度イメージがあったら教えていただ

きたいが、いかがか。 

 

菊池図書館長  最初のご質問のところで、パブリックコメントの回答の９番目の

ところは、回答のほうは修正等を検討させていただく。 

 それから、４２番目のところのデータベースであるが、ちょっと

予算措置の関係もあるので何とも言えないが、今、図書館のほうで

使えるものというのは、官報であるとか、あと国立国会図書館のデ

ジタルデータ、図書館向けに送信していただいているデジタル資料、

そして、音源とかは利用できる。そのほかに有料データベースとい

うのが民間で出されているので、そういったものも検討していきた

いなとは思っているが、なかなか結構な額のものになるので、あと、

利用状況も他市とかに聞いてみて、その辺は進めていきたいと思っ

ている。 

 それから、電子資料のほうであるが、図書館の中に、日本の公立

図書館のほうで電子資料と言われて随分経つが、先駆的なものもか

なり幾つかあって、見学とか行ってきたが、一時期増えたが、その

後しばらく低迷していた。コンテンツ数が少ないとか、いろいろな

制約がある感じがあったが、ここでまた導入を始めて、進めている

ところがあって、私のほうも見させていただいたところ、大分以前

とまた変わってきて、使いやすくなってきているということがある

ので、紙資料は紙資料のよさがあるけれども、そういったデジタル

資料、電子図書館のようなものの活用も進めていければということ

で研究をしてまいりたいと思っている。 

 

浅野委員    ありがとう。 

 

大熊教育長   若者の活用については、今どんな感じでお考えか。 

 

菊池図書館長  若者の利用が一番多い施設で言うと、市内では貫井北分室である。

下が図書館で上が公民館となっていて、上も、２階は結構フリース

ペースがあるので、勉強されている学生さんたちが多く見られる。

下の図書館は、個人席が一番多い図書館であるが、勉強で使われて

いるのでちょっとというところ、勉強以外の方でお使いになりたい

という方からいろいろ言われているところもあるが、基本的に図書
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館の閲覧席は、図書館の本を利用して、調べものであるとか読書で

あるとかにお使いいただくということはご案内させていただいて

いる。 

 あと、あまりお一人の方が長時間、空いていれば問題ないが、満

席の状態が結構あるので、あまり長時間ご利用いただくのもという

ことがあるので、その辺はご理解いただきたいことは、貫井北のほ

うではお知らせ等はしている。 

 

大熊教育長   浅野先生、いかがか。 

 

浅野委員    貫井北のほうは若い方々、たくさん入っていらっしゃるが、パブ

リックコメントで指摘されているのは東分室のほうである。東分室

に若い利用者が少ないのは、何か人口学的な背景があったりするの

か。つまり、若者がそもそもあまり住んでいない地域であるとか。 

 

岡村委員    公営住宅のところか。 

 

菊池図書館長  そうである。 

 

岡村委員    私も何回か行ったことあるが、若い人を見たことはない。 

 

菊池図書館長  学校に囲まれているので、子供がいないことはないと思うが、乳

幼児のお子さん方……。 

 

岡村委員    児童館とかはあるけど、何か、やや暗い感じがする。 

 

鮎川教育長   東小、東中の児童数、生徒数が少ないから、お子様の数が他と比 

職務代理者  べると少ないと推察する。 

 

岡村委員    あそこは団地の中を通るから、ちょっと来づらいのかな。団地の

人口が、高齢化が進んでいることもあるのか。子どもは少ないが、

多分、高齢の方にはすごく使いやすいと思う。 

 

浅野委員    もともとその地域に若年層が少ないとすれば、若年層の利用者が

多くならないのはやむを得ないところもあるのかと思うので、もち
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ろん努力は続けたほうがいいと思うが、一定程度まで達成したら、

それ以上努力してもあまり報われないということがもしかしたら

あるかもしれないので、その分の資源を別のところに回すというこ

ともあり得るのかというふうに感じた。 

 以上である。 

 

大熊教育長   よろしいか。 

 以上で質疑を終了したいと思うが、よろしいか。 

 それでは、お諮りする。日程第２、議案第２４号、小金井市立図

書館運営方針（改訂版）の策定については原案どおり可決すること

にご異議ないか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

大熊教育長   修正箇所があったと思うので、パブリックコメントのそこは直し

ていただくということで、よろしくお願いする。 

 異議なしと認める。本件については、原案どおり可決することに

決定した。 

 次に、日程第３、協議第３号、教育に関する事務に係る予算に対

する意見についてを議題とする。提案理由について説明願う。 

 

川合学校    提案理由について説明する。 

教育部長    地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により

教育に関する事務に係る予算に対する意見を提出するため、本意見

について協議を求めるものである。 

 細部については担当から説明するので、よろしくご審議の上、ご

協議賜るよう、お願い申し上げる。 

 

三浦庶務課長  それでは、細部についてご説明する。 

 お手元の資料、議案書の裏面をご覧いただきたい。本件について

は、教育委員会に属する全ての課、図書館、公民館に対して、市長

に要望する予算に対する意見を求め、項目別に整理をしたものであ

る。この項目立てに基づき、本日の委員会でのご意見等を踏まえ、

正式な文案をまとめてまいりたいと考えているので、ご協議方よろ

しくお願いする。 
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 私からは以上である。 

 

大熊教育長   事務局の説明が終わった。ただいまより協議を行う。何かご発言

はあるか。どうぞ。 

 

鮎川教育長   学校教育分野と生涯学習分野の幾つか案を挙げていただいている。 

職務代理者  これら７項目いずれも重要であるので、是非予算をつけていただく

ようにお願いしたいと思う。その中でも（１）の外国人英語指導時

数の増加、そして学校の先生方の授業力向上等については、格段の

ご配慮をいただきたいと思う。 

 生涯学習でもオリンピック・パラリンピックに向けてさまざまな

施策が行われていると思う。これからの国際社会で生きていく子供

たち、もちろん英語だけが全てではないと思うが、異文化に触れる

１つのきっかけとして、ネイティブの外国人の英語の先生とともに

学べるよう、是非時数を増加していただけるとよいと思う。 

 私自身、海外に住んでいたとき、机の上だけではなく、実際その

国の方と話し、時にはさまざまな行事をともに、その国の言葉で話

しながら体験した。このような体験は、子供たちにとっても忘れら

れないものとなると思う。ネイティブの先生が、日本語を話せる方

であっても、一切日本語なしで、話せる範囲で英語を使ってみよう

と工夫してくださっている授業も小金井で拝見している。 

 それをさらに膨らませていけるように、教室の中だけではなく、

いろいろな体験活動を外国語で行えるよう、外国人の英語指導時数

の増加、また、先生方への研修等の充実など、是非予算の確保をお

願いしたいと思う。 

 そしてもう１点、生涯学習分野では、放課後子ども教室について、

今まで再三にわたり総合教育会議でも取り上げられてきた。小金井

の地域の方とともに学校で子供たちが放課後に学んでいくという

小金井らしさの一端でもあるので、是非こちらも充実できるような

方向でお願いしたいと思う。 

 以上である。 

 

大熊教育長   ありがとう。 

 ほかにあるか。 

 福元委員。 
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福元委員    １番の（２）のいじめ防止、不登校等対策等についてというとこ

ろをもうちょっと説明していただくとありがたい。 

 

大熊教育長   どのような施策にしたいかということを説明していただけるか。 

 

浜田指導室長  いじめ防止については、いじめ条例の策定に向けて準備委員会、

検討委員会をつくりたいと思うので、そこでの一般の方への謝礼等

を組みたいと思う。 

 それから、不登校対策については、もくせい教室の老築化があり、

すぐにどこかへ引っ越すのは無理であるが、せめて内装等、あるい

は、少しきれいにしたいというふうに考えており、その予算である。 

 以上である。 

 

福元委員    もくせい教室のほうもその方向でいくことを期待したい。いじめ

の防止についても、小金井市は前から、教育委員会を挙げて、どの

学校も、この問題に取り組んできている。ここで第三者にも入って

もらって、子供たちが少しでも学校生活をより楽しく過ごせるよう

な方向ですすめていただければありがたいなと思う。 

 

大熊教育長   よろしいか。 

 ほかに。 

 

岡村委員    １の学校教育分野で（３）と（４）であるが、今いろいろ問題に

なっているので、学校の整備の安全性を第一に考えて、予算をよろ

しくお願いする。ブロック塀とか木とかいろいろあるので、子供た

ちが安心して学校に行けるような設備を引き続きよろしくご計画

いただきたい。よろしくお願いする。 

 

大熊教育長   少し木とかブロックについて報告していただいてよろしいか。急

で申しわけない。 

 

三浦庶務課長  ブロック塀のほうに関して、今、緑小学校と第一小学校のほうで

工事を進めている。実は、次回の教育委員会が早いもので、１１月

２０日の段階には大体工事が終わって新しいものができ上がって
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くるので、その折にとは思っていたが、一応１１月の末までを工事

期間と定めて、法令に適合しないブロック塀については撤去。その

後、新しいフェンスというか、一枚ものの目隠しになるようなもの

をつくっているので、一小、緑小のほうについては、今年中には工

事完了ということで予定をしているところである。 

 

大熊教育長   倒木はどのような状況か。 

 

河田学務課長  倒木については、台風２４号で実際に倒れてしまった木等があっ

て、こちらについて緊急的なものについては、翌日または近日中に

全て処理をした。 

 あと、学校のほうで、まだちょっと危険性がある可能性があると

思われるような木については、順次、今回の台風関係のことでの予

算的な部分で、いろいろご配慮いただく部分もできそうだったので、

改めて危険の可能性があるようなところについては、あわせて剪定

や伐木というか、そういうところまでできる部分はやっていきたい

と考えている。 

 今、取りかかっているところもあるが、業者のほうもかなりいろ

いろな需要が集中していて、そちらの業者のほうの手配等で今、順

次やっているようなところである。気にはなっていたところではあ

ったが、思いきってやれる機会がなかなかなかったが、今回につい

ては、本当に安全性の部分で心配になる部分もあったので、そのよ

うにさせていただいている。 

 以上である。 

 

大熊教育長   よろしいか。大分進んでいる。各学校に行くと、桜の木を中心に、

横に伸びている木をみんなきれいに切ってもらっているのを幾つ

か見受けられるが、その一環として今やっている。まだ全部終わっ

たわけではない。 

 

河田学務課長  そうである。 

 

大熊教育長   そういう状況であるが、よろしいか。 

 ほかにあるか。 
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浅野委員    学校教育分野の（５）番、教育用コンピュータの更改等について

の中身を、ごく簡単で構わないので、少しお聞かせいただけるとあ

りがたい。 

 

河田学務課長  コンピュータ関係であるが、中期財政計画や後期基本計画に基づ

き、ＩＣＴ機器の整備を進めることになっている。また、文科省の

通知のほうで、セキュリティーなどに配慮して、しっかりした構築

をするようにという内容もある。 

 来年度は、現在のパソコン教室のパソコンについて、今ちょっと

再リースでリース期間を延ばして使用しているところであるが、こ

ちらのほうも期限が来てしまうので、パソコン教室のパソコンを中

心に全て更改をして、さらに、できれば、今の台数よりも少しずつ

ふやしていくような形で、新たに教室で子供たちが使えるような環

境を整えていきたいなというふうに考えている。 

 

浅野委員    続けてよろしいか。パソコン教室はなくなる方向なので、そこに

置かれていたデスクトップのパソコンをノートパソコンにリプレ

ースして、教室のほうに配置するという形になるわけか。 

 

河田学務課長  各教室でも使えるような環境を整えて、使うときに、子供たちが

移動して持ってきて、そこで使う。全員に配置できるわけではない

ので、使う子供たちが、一定の保管場所から教室に持っていって、

そこで利用するとか、いろいろな使い方はあると思うが、そういう

形で稼働できるように考えている。 

 

浅野委員    ちょっと細かいところに立ち入って申しわけないが、そうすると、

各教室には、ネットに接続できるような回線が来ているということ

になるか。 

 

河田学務課長  そうである。ＬＡＮ回線は既に前からあったが、Ｗｉ－Ｆｉの設

備等も去年の段階で一応整備している。 

 

浅野委員    各教室に。 

 

河田学務課長  そうである。あと、今年度の予算のほうでも、一部そういうネッ
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トワーク的な部分の強化というか、そういうところについては今ち

ょうどやっているので、来年度、そういう新しいパソコンが更新で

きた際には、それがまた使えるような形になると思う。 

 

浅野委員    わかった。ありがとう。 

 

大熊教育長   ちょっとつけ足しさせていただくと、農工大の大学自体にコンピ

ュータ室がなくなったそうである。それで、各自がコンピュータを

持って、それで授業に参加している。子供たちは将来、そういう形

になるんだろうなと。コンピュータ室に行ってコンピュータをさわ

るのではなくて、各自がコンピュータを持って授業に参加するとい

うことに、近い将来、そうなっていくんじゃないかというふうに思

っている。大学もそうなっているということなので。それを整備す

ることによって、授業も大きく変わってくると思うので、ふだん使

いする。 

 先行研究をやっている前原小学校では、インフラとしてのコンピ

ュータの整備という言い方をしていて、常にコンピュータが身近に

ある状態に整備されている想定。そういう新しいコンピュータの使

い方も含めて、少しずつ整備できればいいかなというふうに思って

いるところであるが、その辺に関して何かご意見はあるか。 

 

浅野委員    意見というか、状況に不案内なので、ちょっと的外れなことを言

うかもしれないが、これは庶務課というよりは、どちらかというと、

もしかすると指導室にかかわる話なのかもしれないが、今インフラ

化というお話をされたが、つまり、パソコンルームに行って、そこ

で使うという形から、各教室で使うということになると、当然、児

童・生徒のＰＣ利用が非常に自由度の大きいものになっていくと思

う。いつでも今いる場所で使えるということになると思うので、そ

うすると、その自由度の拡大に合わせて、教員のほうの使い方も変

わっていくんだろうなという気がしているが、その辺、先生方のＰ

Ｃの使い方について、何らかの最低ラインとか。 

 

浜田指導室長  もう昨年度、その前のほうから始めているが、ＩＣＴ推進員、各

校１名出ているが、そこで研修を深めて、それを持ってかえって、

各学校で勉強、研修を深めているところである。また次年度以降も、
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そういった研修をどんどん進めていきたいというふうに考えてい

る。 

 

浅野委員    例えば先生方、今、小金井市のほうで用意されたクラウドシステ

ムにアクセスできる形になっていると思うが、その利用は大分進ん

でいるのか。 

 

浜田指導室長  そのように認識している。 

 

浅野委員    わかった。ありがとう。 

 

大熊教育長   統括、その辺、具体的に少し。どんどん突っ込んでしまう。どう

ぞ。 

 

平田統括    研修のほうは進んでいるところである。実際に、教員の情報活用 

指導主事   力というところであるが、学校の中を見ると、情報担当の教員は非

常に高いものを持っている。ただ、それが、情報担当でない一般の

先生たち、一般の先生と言ったら変であるが、情報担当ではない先

生たちも同じレベルまで使えるかというと、知識面であったり、活

用具合にちょっと、現状、差があるなというところは感じている。 

 今後は、そういう差を埋めるために、どういった研修がより効果

的なのかということを考えて、できるように考えている。 

 

大熊教育長   まだまだ山は高いという感じか。 

 

平田統括    情報活用力、以前からずっと言われている課題であるが、今の課 

指導主事   題というのは、情報機器のほうの進展が非常に早いというところで、

以前勉強した例えばワープロの使い方とか、そういうものではない

次の使い方として、ネットワークのサービスを使ったりとか、そう

いった新しい技術に対応できるというところが今後の課題である

というふうに思う。 

 

大熊教育長   常に新しくなってしまうということである。その辺を踏まえて、

研修等を充実させていってほしいと思う。よろしくお願いする。 

 ほかにあるか。 
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 以上で協議を終了する。 

 それでは、お諮りする。協議第３号、教育に関する事務に係る予

算に対する意見については、ただいま協議結果を踏まえ、委員の皆

様からいただいたご意見を市長に提出することとしたいと思う。な

お、提出する意見の文面については、私、教育長にご一任いただき

たいと思う。これにご異議ないか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

大熊教育長   今のをまとめて文章にしたいと思う。よろしくお願いする。 

 異議なしと認める。よって、協議第３号、教育に関する事務に係

る予算に対する意見については、委員の皆さんからいただいたご意

見を市長に提出することと決定した。 

 次に、日程第４、報告事項を議題とする。順次、担当から説明願

う。 

 初めに１、平成３０年第３回小金井市議会定例会について報告願

う。 

 

川合学校    それでは、今年８月３０日から１０月５日までの３７日間に開催 

教育部長   された平成３０年第３回市議会定例会について、初めに学校教育部

からご報告を申し上げたいと思う。 

 まず初めに、一般質問であるが、お手元の報告事項１の資料を一

緒にご覧いただきながらお聞きいただきたいと思う。学校教育部関

係では、そこにあるとおり１０名の議員さんからご質問等をいただ

いたところである。その主な内容についてご報告する。 

 まず１人目の小林議員さんからは、学校の桜に対する課題として、

老木となった桜の実態調査を行い、計画的な再生をしないかという

趣旨のご質問だった。基本的には教育委員会も同様の考えで、目視

点検を中心に現状把握を行い、倒木の可能性が大きいものについて

は、それにかわる苗木の植えかえ等のような形で、緑の形成を維持

していくような方法がとれるかと考えていることを答弁した。 

 ２人目の宮下議員からは２点の質問をいただいた。１点目の防火

シャッターの安全対策については、各学校の防火シャッターは、開

設当時の基準に基づき設置しているもので旧式の防火シャッター

というふうになっている。このシャッターにはセンサー機能がない
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ため、火災発生時には、途中でとまらないで下まで降りてしまい、

過去には他団体で児童が挟まれる事故も起こっている。安全対策を

積極的に行うべきという趣旨のご質問である。 

 現在の状況としては、小・中合わせて１２５台のシャッターがあ

る。その中で、校内の周辺部分の改修工事に合わせて、危険防止装

置を設置したものが現在７台ある。全てを改修するには全体で多額

の費用が必要となり、計画的に取り組む必要がある旨について答弁

している。 

 ２点目は、学校給食費の公会計化についてである。国においては、

学校現場の教員の業務負担軽減等の視点から、学校給食費の徴収、

管理業務を学校から自治体へ移管を促進するため、自治体による徴

収管理の課題について調査、研究を行い、学校給食費の徴収管理に

関するガイドラインを作成すると公表している。しかし、教育委員

会としては、教員の負担軽減は重要な課題と認識しているものの、

公会計化となると、徴収管理システムの構築、組織変更、徴収率の

変化、条例等の制定、食材の発注方法など多岐にわたる課題がある

と考えていることから、国が作成に取り組んでいるガイドラインを

もとに、先進市の事例等を調査し、市の対応を研究してまいりたい

旨を答弁している。 

 ３人目の岸田議員さんからは、学区域の見直しについての質問が

あった。今年６月に行った学校長に対するアンケートの回答結果か

ら、児童・生徒の増加による懸念としては、教室の不足への懸念が

校長先生より多く寄せられていること。また、体育館のスペースや

職員室のスペースにも懸念が挙げられていることを紹介している。 

 また、平成２９年度の教育人口推計によると、平成３０年度の実

績と平成３４年度の予測を比較すると８３８名増加する値が出て

おり、１校当たり２.３学級の増加が見込まれること。また、今ま

でのように、一部の見直しや調整区域の設定での対応では難しい状

況も見えてきたことをお話しした。 

 大熊教育長からは、学区域の見直しについて、学校教育部３課、

庶務課、学務課、指導室の３課でプロジェクトチームを編成し、年

度末までに方針案を決定したい旨のご発言をしていただいた。 

 ４人目の渡辺ふき子議員からは、ＬＧＢＴの学校での取り組みに

ついて、また、ＬＧＢＴの理解者であることをアピールするレイン

ボーグッズを作成し、支援者の見える化をしないかという質問であ
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る。学校の取り組みについては、平成２９年度に東中の２年生の生

徒を対象に、ＬＧＢＴを扱った道徳の授業の様子を紹介し、ＬＧＢ

Ｔ等性的少数者に対するいじめや差別は人権問題として捉え、人権

の視点から配慮、指導方法、教材開発など研究を深めていく必要が

ある考えを、また、レインボーグッズ等については、引き続き国や

都の動向に着目しながら研究していく旨を答弁した。 

 ５人目の坂井議員からは、車椅子使用の児童生徒と学校Ｐａｒｔ

３という質問の中で、大きく４点あった。これは過去に、この同じ

問題で質問を受けており、今回が３回目というふうな内容である。

１つ目は、支援員の配置状況についてである。平成３０年度は、障

害を理由とする差別の解消の推進に関する法律や特別支援教育に

関する国、都の考え方を踏まえ、合理的配慮を提供することを目的

に支援員の増員を行った。小学校では１校に１名、中学校では実態

に合わせ、２名体制１校、１名体制が２校、２校を１人で循環する

体制をつくったことを説明した。 

 ２つ目の車椅子や歩行器使用のガイドラインの作成についてで

あるが、作成に当たっては、保護者からも話を聞き、学校と保護者

との話し合いが行われていること。また、一方、小金井市の差別解

消条例の施行に合わせ、学校の合理的な配慮の提供について規定す

る対応要領の作成の準備が進められており、ガイドラインは、これ

を受け、まとめる必要があると考えている旨を答弁している。 

 ３つ目の宿泊学習については、１年前より保護者や児童の意向を

聞き、検討を重ね、当日は指導主事と専属の介助員１人が同行し、

実施した結果、保護者の付き添いなく実施するための条件として、

１つは、宿泊行事中、天候や道路の状況に合わせて特別な行動が必

要になる場面など、その場で変更等の判断ができる責任者、それと、

２つ目は同性の介助員、３つ目として舗装していない道の移動に必

要である車椅子に装着する装備、４つ目として食堂等のテーブルの

高さに合わせて使用する高さ調節のできる肘つきの椅子の４つの

条件が整うと、保護者の付き添いもなく実施できることがわかった

という内容についてを報告している。 

 ４つ目の小金井市の差別解消条例の施行に向けての質問では、災

害時の避難についての質問であった。小学校については、１校に１

人の支援員の配置体制が整ったことにより、災害発生時には該当児

童のところへ駆けつけるようにしたことが大きな改善点となる旨
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を答弁している。 

 ６人目のたゆ議員の質問である。学校設備・備品の充実と給食費

の無償化についての質問である。１点目の学校設備・備品の充実に

ついては、トイレの洋式化と特別教室のエアコンの設置について、

計画を前倒しして早急に整備すべきであるという旨の質問と、また、

体育館へのエアコンの設置についての考え方についての質問であ

った。トイレの改修に限らず学校施設の改修等については、多額の

経費がかかることから、国、都の補助金を有効に活用することが非

常に重要であること。そのためには計画的に改修を行う必要がある

ことから、前倒しについては難しいこと。また、特別教室のエアコ

ンの設置については、小・中１４校足並みをそろえて整備していく

考えで進めていること。体育館の設置については、現在、計画的、

長期的な方針に基づく長寿命化計画の策定を進めており、その中で、

トイレ改修と同様、国、都の補助金の動向に注意、配慮しながら検

討を進める旨を答弁している。 

 学校給食の無償化については、学校給食法第１１条第２項で、学

校の給食費は学校給食を受ける児童・生徒の保護者の負担とするこ

とが明記されていること。また、２６市でも無償としているところ

がないことから、現在、無償とする考えはない旨の答弁をした。 

 ７人目の遠藤議員からは、学区域の再編、ＬＧＢＴ、薬物乱用防

止の大きく３つの質問があった。１点目の学区域の質問については、

先ほどの岸田議員の答弁とほぼ同様となるので省略する。 

 ２点目のＬＧＢＴについても、渡辺ふき子議員の答弁内容とほぼ

同様となるので省略をする。 

 ３点目の薬物乱用防止については、学校での取り組みとしてセー

フティー教室と薬物乱用教室での取り組みをご紹介し、啓発活動と

して、東京都福祉局主催の薬物乱用ポスター標語に作品を応募し、

平成２９年度においては、都普及啓発事業に熱心に取り組んだ学校

として、第一中学校、第二中学校が薬物乱用防止活動率先校に選ば

れたことを紹介した。 

 ８人目、湯沢議員から大きく３点の質問があった。１点目は児童

虐待に向けた取り組みの質問の中で、学校での対応について答弁し

ている。児童・生徒が連絡もなく登校しないときには、家庭に連絡

し、欠席の理由の確認や本人の家族状況の把握に努めていること。

また、児童・生徒に対する虐待の疑いがあるときには、学校がすぐ
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に子ども家庭支援センター、児童相談所、教育委員会と連携し、児

童・生徒の保護者やその支援に努めていることを説明した。 

 ２点目の暑さ対策については、教育委員会の対応についてのご質

問である。今年５月の校長会にて、校外学習、体育の授業、部活動

において、運動の特性や児童の健康管理を踏まえた熱中症事故防止

対策を各学校長に対し指導し、７月の校長会では、直射日光下での

長時間運動を避けること、帽子の着用、小まめな水分補給と適時の

休養等の通知を発出し、指導を行ったこと。また、学校は、教育委

員会からの指導を受け、公益財団法人日本体育協会発行のスポーツ

活動中の熱中症予防ガイドブックの熱中症予防運動指針に基づき、

３５度以上は運動禁止、３１度以上は激しい運動禁止等の制限、水

分補給、休息をとるように活動してきたことについて答弁している。 

 ３つ目の給食での地場産野菜の活用についてである。平成２９年

度の使用率は、前年度同時期の約２倍に増えていること。その原因

として、ＪＡ東京むさしが地場野菜の納入業者として参入したこと。

また、給食費の見直しで、地場野菜の購入に充てられる費用が増え

たことなどが考えられ、今後についても、ＪＡ等農業者との関係課

会議を充実し、さらなる地場野菜の導入に向けていきたい旨を答弁

している。 

 ９人目の田頭議員さんからは、小中学校での防災教育と地域との

連携について、２番目としては、子どものＳＯＳを受けとめて、相

談できる場所と人をという質問である。まず、学校で行っている安

全教育として、毎月避難訓練を実施し、引き取り訓練等も行ってい

ること。また、防災教育では、東京都教育委員会が作成している「防

災ノート～災害と安全～」を活用し、災害時にどのような行動をと

ればいいのか、災害に対する備えや自分たちにできることなどにつ

いて学習していることを話した。 

 地域との連携については、第四小学校の事例で、地域４町会が中

心となり行われた避難所運営訓練、南中学校では、地域の自主防災

会が中心となり、生徒、ＰＴＡが参加した放水訓練、避難所運営等

の訓練を行ったことを紹介し、教育委員会としては、災害時におけ

る児童・生徒の安全を確保するため、防災教育の充実を図るととも

に、引き続き学校と地域の連携を深めてまいりたい旨を答弁してい

る。 

 ２つ目では、学校の内外で子供たちが相談できる場所について、
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教育長の考えをとの質問であった。大熊教育長からは、子供が自分

の悩みを相談できるようになるには、何より相談者と子供の信頼関

係が大切であること。専門の相談員を配置した機関を学校の外部に

設置しても、子供がみずからその場所に足を運ぶことはとても壁が

高く、知らない場所で知らない人に相談することを促しても効果は

あまり期待ができないが、相談体制を充実させることが大変重要で

あると捉えていること。全ての先生が、全ての子供を対象として相

談に応じることができるよう校内体制を整えることが大事である

旨の答弁をしている。 

 最後、１０人目、片山議員からは、いじめ防止条例の策定に向け

た検討状況についての質問があった。他市の制定状況の確認や市長

部局との調整を図っていくこと、また、いじめ防止条例は子どもの

権利条例と大きくかかわることから、条例制定に向け、市長部局の

どの部局との連携をしていくか、いろいろ研究していきたい旨を答

弁している。 

 一般質問については、以上１０人からの質問である。 

 続いて、厚生文教委員会での状況である。９月１０日に開催され

た厚生文教委員会では、学校教育部に直接関係のある審査案件はな

かったが、今年の８月２３日に当委員会でご議決をいただいた平成

３０年度小金井市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行

の状況の点検及び評価報告書について、それと、学校事務の共同実

施に係るアンケート結果についての２件を行政報告を行ったとこ

ろである。 

 次に、予算特別委員会であるが、９月１３日と９月２０日に開催

された。平成３０年度一般会計補正予算（第２回）には、学校教育

部関係では、指導室の事業で、東京都の委託を受けて実施する事業

及び補助金を活用した事業を計上した。具体的には、スクールサポ

ートスタッフの配置事業、二小と前原小、東京都道徳教育推進拠点

校事業が緑中、プログラミング教育推進事業については本町小、人

権尊重教育推進事業については第一小学校、特別支援学級の専門性

の向上事業、第一小学校の経費を計上し、一般会計補正予算（第２

回）については原案どおり可決されている。 

 次に、平成３０年９月２０日に開催された行革特別委員会におい

ては、学校教育部の関係の質疑はなかった。 

 最後に、平成３０年９月２７日から５日間開催された決算特別委
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員会については、学校教育部関係においては、平成２９年度に実施

した事業の内容や考え方について多岐にわたる質問があり、それぞ

れの担当から的確な答弁がなされたが、決算特別委員会最終本会議

において、平成２９年度小金井市一般会計歳入歳出決算認定につい

ては不認定となっているところである。なお、決算の効力について

は特に影響はない。 

 以上で学校教育部からの報告を終わる。 

 

藤本生涯    それでは、続けて、今の報告資料１の裏面のほうの生涯学習部の 

学習部長   関係になる。生涯学習部関係については、主に６人の議員の方から

質問があり、その概略について簡単に報告をする。 

 まず１人目、小林正樹議員、桜に関する課題についてということ

で、先ほどの学校教育部とも関係することであるが、玉川上水・小

金井桜整備活用計画に基づき、名勝小金井桜復活は市が率先して行

うべきということで、まず１点目、名勝小金井桜モデル地区の桜の

植えかえをということであった。これに対しては、モデル地区の枯

死した植樹苗、枯死寸前の古木、桜の植えかえ等については、１本

でも多く植えかえができるよう、可能な範囲で進めていくことを説

明した。 

 ２点目、フェンス内に植樹した後継樹の育成管理は市民の手で行

えないかという質問に対しては、育成管理を市民団体で行えるのか

どうか、また、小金井市が東京都の管理範囲に対してどこまで踏み

込めるのか、引き続き東京都と調整していきたいというふうに答え

ている。 

 また、名勝復活のための植樹（本数と苗育成）の年次計画を策定

してほしいということで、こちらについては、小金井市域において

は、残された未着手の区間の整備を遂行するために、まずは平成３

２年度以降における整備事業の計画を立てること。またあわせて、

今後はより長期的な視野で計画的な苗木の育成方法を東京都及び

市民団体とともに検討していくということをお答えしている。 

 次に２人目、沖浦あつし議員である。小金井の小学校各学級が利

用する図書館の団体貸し出しサービスの仕組みを改善することで、

保護者、図書館ボランティアの負担軽減をし、児童の読書環境を向

上させよう。そのほか、調べ学習や図書館と小学校図書室との連携

及び予算についてということで、こちら、団体貸し出しや、学校図
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書館との連携の質問や、図書リスト及び団体貸し出しパックの活用

による利用の向上、負担軽減についての提案があった。それぞれに

ついて現状を説明するとともに、提案に対しては柔軟な思考で検討

してまいりたい旨を答えさせていただいている。 

 ３人目、岸田正義議員、子育て環境日本一の小金井をつくるため

にということで、放課後子ども教室について。放課後子ども教室の

開催状況について、各学校平均すると週２回程度の開催とのことだ

が、担当としては現状で十分だと考えているのかという質問に対し

ては、放課後子ども教室の目的として、放課後の子供の安全・安心

な居場所づくりであり、小金井市の現状を見ると、決して十分なも

のであるという認識はない。課題はさまざまある中で、地域の実情、

また地域のニーズなどを考慮し、関係者と随時協議等を重ねながら、

放課後子ども教室をより多く開催できるよう、充実した活動に向け

て検討、調整したいというふうに答えている。 

 また、早急にコーディネーター謝礼単価を見直すべきであるとい

う質問に対しては、活躍できる環境を整えるのは市の責務であり、

他市の状況を勘案しながら今後検討していくことというふうにお

答えしている。 

 ４人目、河野律子議員、清里山荘の暖房設備を改善し、施設環境

の整備を、また、上水公園（市営グランド）の階段に手擦りの設置

をということで、まず清里山荘については、清里山荘を運営してい

くことから、適切に施設の維持管理をするとともに、多くの方に利

用していただくため、快適な宿泊環境を保っていくことが必要と考

える。暖房機器の一部に不具合があるとの報告を受けていることか

ら、設備に精通した職員と現場確認をした上で、修繕など適切な方

法において維持管理をしてまいりたいというふうに答えている。 

 また、上水公園については、上水公園運動施設周辺の工事との兼

ね合いもあることから、１１月ごろを目途に、整備について予定し

ているとお答えしている。 

 そして、５人目、６人目と、こちら、新庁舎・新福祉会館の建設

に係り、公民館、図書館に対する質問ということになるが、まず渡

辺大三議員、市民常識に適合した新庁舎及び福祉会館建設に変更す

べき、図書館本館及び公民館本館について、図書館本館の建てかえ、

公民館本館の確保に向けて、これまでの作業内容と現状の到達点は。

次に、片山議員からは、これまでの公民館の役割について、また、
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役割の重要性を認識しているなら、新庁舎が住民自治のかなめとな

るように考えるべきということで、こちらについては、新庁舎・（仮

称）新福祉会館建設に係り、今後の図書館本館及び公民館本館につ

いての現在の検討状況について説明をした。 

 また、これまでの公民館の役割及び新庁舎の住民自治のかなめと

なるよう考えるべきとの質問に対しては、これまでもお答えしてい

るとおり、公民館機能の役割の重要性は認識しており、新福祉会館

においてもその役割は発揮していきたい。今後、新福祉会館の多目

的室等において、これまで公民館と市民の方とで蓄積してきた学び

の場の機能は生かしていきたい。また、活動場所と事務所機能の場

所をどのように考えるのかについては、十分検討し、整備してまい

りたいというふうに答弁をしている。 

 以上が一般質問になる。 

 そのほか、先ほど学校教育部長からほかの委員会についてはご報

告があったが、決算特別委員会、こちらは生涯学習部関係、特にス

ポーツ振興関係になるが、厚生文教委員会とか総務企画委員会と同

様に、公益財団法人小金井体育協会についての質問が、決算年度以

外も含めて、多岐にわたり出された。再調査、確認しなければ答え

られないこともあったことから、一時答弁を保留させていただいた。

後に保留を除き一部答弁をしたが、詳細な調査、確認が必要な項目

があることから、残りの質問については、所管の委員会で再度審議

していくこととなった。よって、決算委員会の中では、２９年度の

ものに限って答弁したという形になっている。 

 以上が生涯学習部関係の報告になる。 

 

大熊教育長   事務局の説明が終わった。本件に関し、質問、ご意見はあるか。

よろしいか。 

 以上で１、平成３０年第３回小金井市議会定例会についてに係る

報告を終了する。 

 次に２、平成３１年度新入学児童・生徒について報告願う。 

 

河田学務課長  それでは、平成３１年度新入学児童・生徒についてご説明、ご報

告申し上げる。本日、資料を配付させていただいている。平成３１

年度の新小学１年生及び新中学１年生の抽出を、平成３０年１０月

１日現在の住民基本台帳から行った。住民基本台帳から対象者を抽
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出し、過去４年度間の新１年生の市立小・中学校へのおよその入学

率を乗じ、３１年度の新入学児童・生徒数と学級数を推計したもの

である。 

 推計に使用した入学率は、小学校が９５％、中学校が８０％であ

る。小学校の新１年生は９７４人で３０学級となり、中学校の新１

年生は６９３人で２１学級となる見込みである。 

 平成３０年５月１日現在の全体の在籍数と比較すると、小学校で

は２０４人増加、学級数は７学級増の見込みである。また、中学校

では３７人減になり、学級数は１学級減の見込みとなる。小学校は

全体として増加傾向、中学校は学校により増減がある。児童・生徒

の全体の在籍数については、平成２３年度以降は減少傾向となって

いたが、平成２８年度から増加傾向である。 

 来年度の学級編制については、１０月３１日に開催された学級編

制説明会時点では、今年度から特に変更がない旨の説明があった。

学務課としては、国の動きや人口などにも注視しながら、例月の異

動関係の把握に努め、適切な学級編制に努めてまいる考えである。 

 以上で報告を終わる。 

 

大熊教育長   事務局の説明が終わった。本件に関し、質問、ご意見はあるか。

どうぞ。 

 

鮎川教育長   小学校では７学級増ということであったが、もしそのとおり増え 

職務代理者  た場合、教室は各学校で準備できるのか。 

 

河田学務課長  今のところ増加が考えられるのが、第三小学校が２学級、それか

ら第四小学校、東小学校が２学級、緑小学校、それから、東小もひ

まわり学級がもしかしたら増えるかもしれない。第一中学校が増加

と考えている。 

 学校のほうでも今、増えた場合の教室等はあらかじめ想定してい

て、その教室の環境が整っていない場合は整備と、あとエアコン等

の配置、設置等も相談をしているところである。当初予算で対応で

きる部分は、今回の来年度の予算要求に上げており、間に合わない

部分は補正予算等で対応していきたいというふうに考えている。 

 

鮎川教育長   わかった。ありがとう。 
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職務代理者   

 

大熊教育長   よろしいか。 

 

浅野委員    増減は学校ごとにむらがあるという、ちょっと言葉は違うと思う

が、そういう話だったと思うが、昨年のこの時点の予測値と今年度

の４月当初の実績値との差というものを考えたときに、予想外に増

えてしまったところもあったと思うが、今回はそういうことを考慮

されているのか。例えば本町小学校は、たしか思っていたよりも増

えていたんじゃないかと思う。そういったあたりの考慮というか検

討はなされているのか。 

 

河田学務課長  今回、やっぱり学校ごとに入学率というのが、今、平均で全部出

しているが、結構地区によって、その年によって違うという現状が

ある。緑小のほうが、平均入学率が去年高くて、今年、もしそのぐ

らいでいってしまうと、また増えるという予想も今あるが、そこに

ついても、増えた場合はという仮定で一応準備は考えている。転入

等で入学率が結構変わってきちゃうことがあり、随時対応していき

たいと思う。 

 

浅野委員    わかった。ありがとう。 

 

大熊教育長   以上で２番、平成３１年度新入学児童・生徒についてに係る報告

を終了する。 

 次に３、平成３０年度結核対策委員会の開催結果について報告願

う。 

 

河田学務課長  それでは、報告事項３について報告を申し上げる。 

 今年度も６月、１０月の２回、府中市と合同で結核対策委員会を

開催した。初めに、結核健康診断の結果をご報告する。今年度の結

核対策委員会には、在籍児童・生徒に対し、学校での問診等の結果、

精密検査の検討を要するケースとして小学校で２５名、中学校で７

名を諮問した。 

 恐れ入るが資料をご覧いただきたい。委員会でこれらのケースに

ついて協議をしていただき、協議の結果、精密検査が必要となった
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児童・生徒は、児童が１９人、生徒６人、合計で２５人となった。

２４人が高蔓延国から帰国したお子さんであった。また、お一人が、

高蔓延国から帰国し、かつ自覚症状のあるお子様であった。表では

ダブルカウントになっているため２６という数字になっているが、

２５人についてレントゲンの精密検査を受けていただき、２４人が

異常なしという検査結果であった。お一人については、精密検査で

要受診の結果が出たので、その後、小児総合医療センターのほうを

受診され、検査の結果は異常なしということで報告を受けている。 

 裏面のほうは、年度ごとの比較となっている。詳細は資料をご覧

いただきたいと思う。 

 報告は以上である。 

 

大熊教育長   事務局の説明が終わった。本件に関し、質問、ご意見はあるか。

よろしいか。１名あったんだけど、異常なしということでよかった

と思う。 

 以上で、平成３０年度結核対策委員会の開催結果についてに係る

報告を終了する。 

 ４、平成３０年度学校事務の共同実施検討委員会について報告願

う。 

 

浜田指導室長  市立小・中学校事務の共同実施にかかる検討結果を報告する。 

 １０月２３日に学校事務の共同実施検討委員会を開催し、共同実

施に係るアンケート結果について協議し、今後の計画について確認

した。幾つかの課題があるものの、一つ一つを解決していきながら、

共同実施を従前の計画どおり進めていくという結論に達した。 

 資料の裏面をご覧いただいて、上段にある表、次年度は第二小学

校の第一事務室において、西側の小・中学校７校分の共同事務とし

て稼働していく。また、東中学校に第二事務室を設置する工事に入

る予定である。 

 報告は以上である。 

 

大熊教育長   事務局の説明が終わった。本件に関し、質問、ご意見はあるか。 

 どうぞ。 

 

浅野委員    これは新しい試みで、皆さん、非常にご尽力いただいて、大変い
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い方向に進んでいるなと思いながら拝見させていただいている。１

点懸念するのが、事務室が置かれた小学校、具体的には二小の負担

はどういうことになっているのかということである。つまり、事務

は共同処理されても、決裁自体は、やはりその学校の管理者が行う

ことになるのではないかと思うが、つまり、決裁すべき事項がそこ

に集中すると、結果として二小の管理者の業務量が増えるのではな

いかということを懸念するが、その点はいかがか。 

 

浜田指導室長  おっしゃるとおり、二小の管理職の決裁事務が増えているという

ことは事実である。ただ、共同事務の中はスムーズに進行している

ということは言えますので、思ってもみなかったところがちょっと

増えていたり、こっちは楽になったけれども、こっちが増えたりと

いうことがあるので、そういったことも、決裁をどうするかという

ことも今検討しているところであるので、一つ一つ課題を解決して

進めていきたいと思う。 

 

浅野委員    加えて、この間、実施していただいた働き方改革の結果を見ると、

やはり副校長先生の負担がもう限界を超えるような状況だという

ことである。今回のこの件でも、そこがさらに大きくなると、やは

り心配なところがあるので、そこのところを是非ご検討いただけれ

ばなというふうに思う。よろしくお願いする。 

 

大熊教育長   よろしいか。 

 以上で、平成３０年度学校事務の共同実施検討委員会についてに

係る報告を終了する。 

 次に、第５、総合学院テクノスカレッジ体育館の市民利用につい

て報告願う。 

 

内田オリンピ  オリンピック・パラリンピック兼スポーツ振興担当から、報告事 

ック・パラリ 項５についてご説明申し上げる。 

ンピック兼   前原町五丁目１番２９号にあります学校法人田中育英会総合学院 

スポーツ振興 テクノスカレッジと昨年度、小金井市と学校法人田中育英会総合学 

担当課長   院テクノスカレッジとの包括的連携協力に関する協定書を取り交わ

しているが、その中で、文化・スポーツの振興発展に関すること、

また、施設の相互利用がうたわれている。一方、地方教育行政の組
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織及び運営に関する法律第２１条第１３号では、スポーツに関する

ことは、教育委員会が地方公共団体で処理する事務とされていると

ころである。これらの規定に基づき、平成３０年１０月１９日に、

教育長とテクノスカレッジ学院長の間で、テクノスカレッジの体育

館を市民開放していただく覚書を締結した。 

 体育館であるが、バレーボールであれば２面、バドミントンであ

れば４面の利用が可能となっており、３時間全面使用の場合は６,

６００円の料金設定とさせていただいている。本年度に関しては、

１２月以降月２回、３月までの４か月で合計８回の市民開放を行っ

ていただける予定である。このほか、利用方法等については、既に

ホームページで広報させていただいている。 

 なお、報告事項の資料であるが、学校法人田中育英会総合学院テ

クノスカレッジ体育館・トイレ・更衣室等の見取り図である。上下

２段のうち、上が１階、下が地下１階の図面になる。今回、施設開

放していただく体育館であるが、地下１階が入り口となっており、

１階から矢印に従って行っていただくか、図面の左側にあるエレベ

ーターを利用いただくこととなる。 

 報告は以上である。 

 

大熊教育長   事務局の説明が終わった。本件に関し、質問、ご意見はあるか。 

 つけ足すと、本当にすばらしい体育館で、ここがうまく活用でき

たらいいなと思った。それから、テクノスカレッジの院長さんとも

いろいろお話ができて、さらに今後、連携がとれるのではないかと

いう実感をした。 

 以上で、第５、総合学院テクノスカレッジ体育館の市民利用につ

いてに係る報告を終了する。 

 次に６、小金井市貫井北センター事業運営委託（図書館）及び小

金井市東センター事業運営委託（図書館）に係る評価報告書につい

て報告願う。 

 

菊池図書館長  それでは、ご報告する。 

 ＮＰＯ法人市民の図書館・公民館こがねいに事業運営を委託して

いる図書館貫井北分室、東分室についての委託評価を今年度７月に

実施し、その結果が出たので、口頭にてご報告させていただく。 

 評価目的は、委託館の事業運営を仕様書の内容に基づきチェック
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することによって、事業運営が適切になされているかを把握するこ

とにある。貫井北分室は委託開始後４回目の評価であり、東分室は

２回目となる。 

 評価方法は、従来と同様に委託事業書に基づいた評価票を用い、

評価者は、受託者であるＮＰＯ法人、委託者である市の図書館、図

書館協議会の三者で行った。図書館協議会委員の皆様には、受託者、

委託者の評価結果及び４月２７日から５月２０日まで実施した来

館者アンケート結果を参考にしていただきながら、７月２６日に貫

井北分室、東分室にご来館いただき、現場の様子を見ながら、また

受託者への質疑等も行いながら評価をしていただいた。 

 評価結果であるが、今回についても、受託者、委託者、図書館協

議会ともに総合評価はＡということで、仕様書の水準どおり、期待

どおりの適正な運営が行われているという結果になった。 

 評価の参考とした来館者アンケートでも、両分室の満足度につい

て質問しているが、満足、やや満足と回答いただいた方は、図書館

貫井北分室で８０.６％、東分室で８１.１％であったこともあわせ

てご報告させていただく。 

 評価結果及び来館者アンケートの結果は、市ホームページ及び図

書館ホームページに掲載しているので、詳しくはそちらをご覧いた

だければと思う。 

 報告は以上である。 

 

大熊教育長   事務局の説明が終わった。本件に関し、質問、ご意見はあるか。 

 どうぞ。 

 

浅野委員    評価Ａということですばらしいなと思うが、どういう段階のＡか。

Ｓってあるのか。２番目ということか。 

 

菊池図書館長  そうである。中には、項目ごとにはＳというふうな評価を得たも

のもあるが、総合的にＡとなった。 

 

浅野委員    満足度がそんなに高いのに、まだＡ評価と。わかりました。あり

がとう。 

 

大熊教育長   よろしいか。 
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 以上で、６、小金井市貫井北センター事業運営委託（図書館）及

び小金井市東センター事業運営委託（図書館）に係る評価報告書に

ついてに係る報告を終了する。 

 次に、７、小金井市貫井北センター事業運営委託（公民館）及び

小金井市東センター事業運営委託（公民館）に係る評価報告書につ

いて報告願う。 

 

西村公民館長  図書館に続いて、公民館貫井北分館、東分館の事業運営委託評価

を行ったので、その結果をご報告させていただく。 

 評価目的及び実施回数については、先ほど図書館長が申し上げた

とおりである。 

 評価方法は従来と同様、仕様書に基づいた評価票を用い、評価者

は、受託者であるＮＰＯ法人、委託者である公民館、公民館運営審

議会の三者で行った。公民館運営審議会の皆様には、利用者アンケ

ートの調査結果と受託者、委託者の評価結果を参考に、５月に貫井

北分館で、また７月に東分館でヒアリング調査を行いながら評価い

ただいた。 

 評価結果であるが、受託者、委託者、公民館運営審議会ともに、

総合評価は図書館同様Ａということで、仕様書の水準どおり適切な

運営が行われているという結果であった。 

 また、４月２７日から５月２０日に実施した委託館利用者アンケ

ートの結果では、大変満足している、満足していると回答いただい

た方は、貫井北分館では約９１％、東分館においては約８９％であ

った。 

 評価結果及び利用者アンケート結果については、図書館同様市の

ホームページに掲載しているので、詳細についてはそちらをご覧い

ただきたい。 

 報告は以上になる。 

 

大熊教育長   事務局の説明は終わった。本件に関し、質問、ご意見はあるか。 

 

鮎川教育長   図書館の８０％も大変高い満足度だと思うが、公民館の９０％は 

職務代理者  本当にすばらしい。数字で言ってしまうと９０％一言であるが、大

変高い満足度をいただいていると思う。このレベルを維持すること

自体も大変かと思うが、引き続きよろしくお願いする。 



 -２９-

 

大熊教育長   つけ足しになるが、私もこの１か月以内に公民館、図書館全部回

ってきた。中の様子は本当に落ちついていたり、活発であったり、

よかったなというふうに思うが、先ほどの予算案の中にあったが、

防音をもう少しレベルを上げるとか、さらなる施設の改修等は課題

があるかなというところは幾つか見られた。今後も、その点も踏ま

えて、さらなる使い方の良い方向に行くように改善していただけれ

ばなというふうに思っている。とにかく、人とのかかわりの中では、

本当にＡ評価はあるんだろうなという気持ちになった。 

 よろしいか。 

 以上で、７、小金井市貫井北センター事業運営委託（公民館）及

び小金井市東センター事業運営委託（公民館）に係る評価報告書に

ついてに係る報告を終了する。 

 次に、日程第８、その他である。学校教育部から報告事項があれ

ば発言願う。 

 

川合学校    １件、指導室から。 

教育部長     

 

田村指導主事  小金井市立小学校連合音楽会について報告する。 

 １０月２６日、金曜日、午前１０時から午後３時３０分まで、小

金井宮地楽器ホールで連合音楽会が行われた。連合音楽会は、市立

小学校が午前の部４校、午後の部５校に分かれ、小学校ごとに５年

生の児童が合唱や合奏を披露するものである。 

 合唱、合奏ともに、各学校で工夫を凝らした演出がされていた。

衣装をそろえたり、呼びかけを交えたりしながら、思いを一つにし

て歌おうとする姿が見られた。合奏では、さまざまな楽器が使われ

ていた。児童一人一人の演奏が重なり合うことによって、すばらし

い一つのハーモニーがつくられていた。また、参加者全員で歌った

「すてきな友達」はホール全体に歌声が響きわたり、会場のみんな

が一体感を味わうことができた。 

 小学校連合音楽会では、これまでの練習の成果を発表するととも

に、他校の発表を鑑賞することを通して、児童の音楽を愛する心情

や仲間と協力する態度を育むことができたと考える。 

 報告は以上である。 
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大熊教育長   本件に関し、質問、ご意見はあるか。よろしいか。 

 続いて、生涯学習部から報告事項があれば発言願う。 

 

藤本生涯    特にない。 

学習部長    

 

大熊教育長   それでは、９、今後の日程について、事務局より報告願う。お願

いする。 

 

中島庶務係長  それでは、教育委員会の今後の日程について報告する。 

 平成３０年第１２回教育委員会定例会を、１１月２０日、火曜日、

午後１時３０分から８０１会議室で開催する。全委員のご出席をお

願いする。 

 続いて、平成３１年第１回教育委員会定例会を、来年１月８日、

火曜日、午後１時３０分から８０１会議室で開催する。全委員のご

出席をお願いする。 

 続いて、成人の日記念行事が、１月１４日、月曜日に執り行われ

る。全委員のご出席をお願いする。 

 続いて、平成３０年度市町村教育委員研究協議会が、１月２３日、

水曜日と２月２６日、火曜日の午後１時から文部科学省東館講堂及

び会議室で開催される。全委員のご出席をお願いする。 

 前後するが、平成３１年第２回教育委員会定例会を、２月１２日、

火曜日、午後１時３０分から８０１会議室で開催する。全委員のご

出席をお願いする。 

 今後の日程は以上となる。 

 

大熊教育長   ただいまの事務局からの報告に関し、何かご質問等はあるか。 

 以上で報告事項を終了する。 

 以上で本日の日程は全て終了した。これをもって平成３０年第１

１回教育委員会定例会を閉会する。 

 

閉会 午後２時５９分 


